
DIRECTFORCE の情報紙　　DF NOW 2012年4月発行 NO.171

2012年4月発行 NO17

一般社団法人ディレクトフォース  〒100－6919 東京都千代田区丸の内2－6－1 丸の内パークビルディング19F 電話03－5288－7560　発行人・真瀬　宏司　印刷・㈱ケープリント

１
．
代
表
理
事
交
替
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
前
代
表
の
松
村
さ
ん
が
昨
年
８
月

末
に
任
期
２
年
を
終
え
、
交
替
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
っ
た
。
次
に
、
デ
ィ
レ
ク
ト

フ
ォ
ー
ス
の
基
金
な
ら
び
に
Ｄ
Ｆ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
出
資
者
で
あ
る
パ
ソ
ナ
は
、
連
結
28

社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
売
上
１
８
０
０
億

円
、
１
部
上
場
企
業
で
は
あ
る
が
株
式
の
大

半
を
創
業
者
で
あ
る
南
部
靖
之
氏
が
保
有
し

て
い
る
オ
ー
ナ
ー
企
業
で
あ
る
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
松
村
前
代
表
時
代
に
は
４
半
期
ご

と
の
収
支
に
つ
い
て
パ
ソ
ナ
に
説
明
さ
れ
て

い
た
が
、
Ｄ
Ｆ
の
活
動
状
況
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
動
静
な
ど
が
詳
細
に
は
報
告
さ
れ

ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ

て
い
た
。

　

私
自
身
は
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
の
あ

と
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク
の
会
長
、
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
を
２
年
務
め
、
昨
年
ま
で
パ
ソ

ナ
の
取
締
役
会
長
だ
っ
た
の
で
、
南
部
さ
ん

を
含
め
パ
ソ
ナ
と
の
付
き
合
い
が
長
い
と
い

う
こ
と
で
代
表
理
事
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

２
．
財
務
状
況

① 

売
上
実
績

　
Ｄ
Ｆ
と
Ｄ
Ｆ
Ｍ
合
計
の
今
期
売
上
予
算
は

１
２
０
百
万
円
、
こ
れ
に
対
す
る
実
績
は

５
９
百
万
円
で
49
％
の
進
捗
で
あ
り
ほ
ぼ
予

算
ど
お
り
で
あ
る
。
経
常
利
益
の
通
期
予
算

５
百
万
円
に
対
し
て
上
期
実
績
は
約
４
百
万

円
で
あ
る
。

② 
収
支
の
内
訳

　

コ
ン
サ
ル
の
収
入
が
全
体
の
収
入
の

28
％
、
ア
カ
デ
ミ
ー
13
％
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

28
％
、
サ
ー
チ
11
％
と
な
っ
て
い
る
。
ア
カ

デ
ミ
ー
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
増
収
だ
が
、
コ
ン

サ
ル
の
収
入
減
が
大
き
く
、
昨
年
の
44
％
の

構
成
比
を
28
％
に
ま
で
落
と
し
て
い
る
。
大

き
な
理
由
と
し
て
は
、
前
年
上
期
に
パ
ソ
ナ

キ
ャ
リ
ア
の
実
績
が
１
７
百
万
円
あ
っ
た
の

に
対
し
て
今
期
の
上
期
は
ゼ
ロ
で
あ
る
こ

と
。
こ
れ
に
伴
い
、
会
員
へ
の
支
払
い
が
前

年
は
通
期
で
44
％
あ
っ
た
の
が
上
期
36
％
に

落
ち
て
い
る
。

　

支
出
の
う
ち
人
件
費
の
占
め
る
割
合
28
％

は
昨
年
と
同
じ
。
家
賃
の
13
％
は
昨
年
よ
り

２
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
る
が
、
賃
料
の
値

上
げ
に
よ
り
毎
月
20
万
円
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
。
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
企
業
に
一
部
転
貸

し
た
こ
と
と
、
若
干
狭
く
な
る
が
ス
ペ
ー
ス

の
一
部
を
返
上
す
る
こ
と
で
今
後
毎
月
の
家

賃
を
20
万
円
圧
縮
す
る
こ
と
に
し
た
。
勉

強
会
は
昨
年
９
月
の
総
会
の
会
費
を
本
来

５
千
円
の
と
こ
ろ
を
３
千
円
に
し
た
こ
と

が
減
収
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

③ 

Ｄ
Ｆ
Ｍ
上
期
実
績

　

昨
年
１
年
間
の
実
績
に
対
し
て
今
期
上

期
の
実
績
が
ど
れ
ぐ
ら
い
進
捗
し
て
い
る

か
を
調
べ
る
と
、
コ
ン
サ
ル
の
上
期
実
績

は
32
％
、
ア
カ
デ
ミ
ー
63
％
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

55
％
、
サ
ー
チ
43
％
と
な
っ
て
い
る
。

50
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

コ
ン
サ
ル
が
厳
し
い
。

　

07
年
か
ら
の
５
年
間
で
、
パ
ソ
ナ
キ
ャ

リ
ア
に
82
社
紹
介
し
17
社
が
成
約
。
12
社

が
未
成
約
で
残
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

２
社
が
近
日
中
に
決
ま
る
予
定
で
あ
り
、

決
ま
れ
ば
１
１
〜
１
５
百
万
円
の
収
入
に

な
る
。
期
が
ず
れ
る
が
コ
ン
サ
ル
も
昨
年

に
近
い
線
に
届
く
。
ア
カ
デ
ミ
ー
、
サ
ー

チ
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
全
体
の
合

計
で
は
昨
年
通
期
１
０
５
・５
百
万
円
に
対

し
て
43
％
に
相
当
す
る
４
７
・８
百
万
円
で

あ
る
。

④ 

Ｄ
Ｆ
上
期
実
績

　

年
会
費
は
前
年
上
期
の
６
百
万
円
に
対

し
て
92
％
に
相
当
す
る
５
・５
百
万
円
、
勉

強
会
は
42
％
、
講
演
料
は
昨
年
並
み
、
業

務
委
託
費
は
１
６
０
％
と
大
幅
な
伸
び
、

合
計
で
前
年
上
期
実
績
の
95
％
に
当
る
１
・

１
百
万
円
。
経
常
利
益
は
昨
年
の
56
％
に
当

る
１・６
百
万
円
。

　

勉
強
会
の
減
収
は
本
年
１
、２
月
開
催
し

な
か
っ
た
こ
と
と
昨
年
９
月
の
総
会
会
費
を

３
千
円
に
し
た
関
係
に
よ
る
。
業
務
委
託
の

大
幅
な
伸
び
は
Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
Ｄ
Ｆ
へ
の
業
務
委

託
料
を
昨
年
９
月
か
ら
月
40
万
円
を
60
万
円

に
増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

⑤ 

今
期
（
第
10
期
）
予
測

　
Ｄ
Ｆ
と
Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
ト
ー
タ
ル
の
今
期
見
通

し
は
、
前
期
の
１
０
９
百
万
円
に
対
し
て

８
５
百
万
円
。
１
０
０
百
万
円
を
努
力
目
標

に
し
て
各
事
業
部
長
に
売
上
の
積
み
上
げ
を

お
願
い
し
て
い
る
。

３
．
運
営
の
仕
組
み

　

一
般
社
団
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
と

株
式
会
社
Ｄ
Ｆ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
運
営
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
今
後

も
検
討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｆ
の
会
員
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る

の
に
会
費
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
の
で
、

会
費
以
外
の
収
入
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
の
組
織
が
株
式
会
社
Ｄ
Ｆ
Ｍ
で
あ

り
、４
つ
の
事
業
部
が
、あ
る
レ
ベ
ル
の
利
益

を
上
げ
、
Ｄ
Ｆ
の
会
員
活
動
を
支
援
す
る
と

い
う
基
本
的
な
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
Ｄ
Ｆ
の
設
立
理
念
で
あ
る
、
シ
ニ
ア
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
が
現
役
時
代
の
経
験
を
生
か

し
て
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
行
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
、
社
会
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
組
織
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
調
べ
た
結
果
、
明
治
以
降
で
唯
一
福
沢

諭
吉
が
作
っ
た
交
詢
社
が
出
て
き
た
。
こ
れ

以
外
に
は
存
在
し
な
い
の
で
Ｄ
Ｆ
は
日
本
で

唯
一
無
二
の
会
社
組
織
、
グ
ル
ー
プ
と
い
え

る
。
本
日
の
勉
強
会
で
、
北
城
さ
ん
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
、
社
外
監
査
役
の
必
要

性
に
触
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
Ｄ
Ｆ
は
ま
さ
し

く
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
組
織
で

あ
る
と
い
え
る
。

４
．
活
動
状
況

① 

実
働
会
員
数
の
推
移

　

昨
年
８
月
末
に
５
７
９
人
で
あ
っ
た
実
働

会
員
が
、
本
年
２
月
末
ま
で
に
71
人
が
退
会

休
会
し
、
新
規
に
28
人
が
入
会
し
て
２
月
末

現
在
実
働
会
員
数
は
５
３
６
人
に
な
っ
て
い

る
。

② 

活
動
参
加
者
数

　

昨
年
12
月
末
に
お
け
る
会
員
５
９
５
人
に

つ
い
て
１
年
間
の
活
動
参
加
状
況
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
勉
強
会
、
大
学
な
ど
の
講
師
、
監

査
役
部
会
登
録
な
ど
各
種
会
員
活
動
に
な
ん

ら
か
の
形
で
参
加
さ
れ
た
方
は
ネ
ッ
ト
で

５
０
７
人
、
全
然
活
動
に
参
加
さ
れ
な
か
っ

た
方
は
88
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
半
年
で
71
人

の
方
が
退
会
・
休
会
さ
れ
て
い
る
が
、
活
動

不
参
加
の
数
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

　

今
後
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
ず
れ
の
活
動
に

も
参
加
さ
れ
て
い
な
い
会
員
を
い
か
に
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
か
に
あ
る
。
会
員
で
あ
れ
ば
な

ん
ら
か
の
活
動
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
の
考
え
方

で
あ
る
。

　

３
月
28
日
現
在
の
会
費
入
金
済
み
は

４
７
３
人
、
新
規
入
会
者
が
30
人
で
合
わ
せ

て
５
０
８
人
と
な
っ
て
お
り
、未
納
者
37
人
、

休
会
・
退
会
者
が
72
人
で
あ
る
。
未
納
者
が

入
金
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
会
員
数
は
現
状
復

帰
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

勉
強
会
の
ネ
ッ
ト
の
参
加
者
数
は
３
８
９

人
で
あ
る
が
、
12
ヵ
月
で
は
延
べ
１
５
１
３

人
の
参
加
で
あ
る
。
同
好
会
に
つ
い
て
も

ネ
ッ
ト
２
９
１
人
の
参
加
で
、
会
員
全
体
の

49
％
が
な
ん
ら
か
の
同
好
会
に
所
属
さ
れ
て

い
る
。

③ 

技
術
部
会
〜
理
科
実
験
グ
ル
ー
プ
活
動

　

09
年
８
月
に
発
足
。
10
年
に
グ
ル
ー
プ
を

結
成
、
10
年
は
６
回
の
活
動
実
績
で
あ
っ
た

が
、
昨
年
は
53
回
、
今
年
の
見
込
み
は
60
回

〜
１
０
０
回
で
あ
る
。
今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
昨
年
大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
南
相

馬
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
と
し
て
２
度
出
か

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

④ 

同
好
会
活
動
状
況

　

21
の
同
好
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
会
員
の
49
％
の
方
２
９
１
人

が
参
加
し
て
い
る
。
世
話
役
の
方
の
熱
意
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
り
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

５
．
今
後
の
活
動
方
針

　
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
は
、
部
会
主
体
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
拡
大
と
同
好
会
の
一
層
の
活
発

化
で
あ
る
。
Ｄ
Ｆ
Ｍ
は
こ
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
Ｄ
Ｆ

Ｍ
は
事
業
拡
大
と
適
切
な
利
益
確
保
を
図

り
、
事
業
部
の
効
率
化
を
進
め
、
パ
ソ
ナ
グ

ル
ー
プ
の
活
用
を
拡
大
し
て
い
く
。

　

事
業
効
率
化
の
た
め
に
今
年
４
月
か
ら
ベ

ン
チ
ャ
ー
事
業
部
と
コ
ン
サ
ル
事
業
部
を
統

合
し
て
企
業
支
援
事
業
部
を
発
足
さ
せ
る
。

　

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
活
用
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
活
用
す
る
こ
と
を
考
え

る
。
現
に
Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
過
去
の
売
上
の
35
％
か

ら
40
％
は
パ
ソ
ナ
キ
ャ
リ
ア
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
ワ
ン
に
よ
る
も
の
。
パ
ソ
ナ
は
グ
ロ
ー
バ

ル
事
業
部
を
持
ち
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト

ナ
ム
に
も
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
関
東
の
大
学
だ
け
で
も
３
３
０
校

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
で
、
パ
ソ
ナ
の
営
業

を
Ｄ
Ｆ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
事
業
拡
大
に
活
用
で

き
る
。

６
．
勉
強
会
・
総
会

　

12
月
ま
で
の
総
会
・
勉
強
会
の
予
定
が
既

に
決
ま
っ
て
い
る
。
特
に
10
月
10
日
に
は
10

周
年
を
兼
ね
て
総
会
・
勉
強
会
を
開
催
す
る

予
定
。
ま
た
、
監
査
役
研
修
講
座
、
監
査
役

小
研
究
グ
ル
ー
プ
の
発
表
会
、
環
境
部
会
の

セ
ミ
ナ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
参

照
願
い
た
い
。

７
．
お
願
い

　

こ
れ
ま
で
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
新
規
顧
客
や
案
件
の
紹
介
と

併
せ
て
新
規
会
員
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
た

い
。
１
０
０
人
増
や
せ
ば
実
働
会
員
数
が

５
０
０
人
か
ら
６
０
０
人
に
な
り
、
登
録
会

員
番
号
が
１
０
０
０
番
に
届
く
こ
と
に
な
る

の
で
10
周
年
の
日
ま
で
に
実
現
す
る
よ
う
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

日原健氏（美術同好会）の作品「予兆」

会
員
活
動
の
拡
充
を
図
り

Ｄ
Ｆ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
業
拡
大
と

適
切
な
利
益
確
保
を
目
指
す

第
21
回  

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
会
員
総
会

　

第
21
回
会
員
総
会
が
３
月
29
日
に
学
士
会
館
に
お
い
て
、
会
員
約
２
０
０
人
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
昨
年
12
月
に
松

村
前
代
表
に
代
わ
っ
て
４
代
目
の
代
表
理
事
に
就
任
し
た
真
瀬
宏
司
さ
ん
が
就
任
の
挨
拶
に
続
き
、
昨
年
９
月
か
ら
本
年
２
月
ま
で
の

23
年
度
上
期
の
状
況
な
ら
び
に
今
後
の
Ｄ
Ｆ
運
営
方
針
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
理
科
実
験
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
萩
原
秀
留
さ
ん

か
ら
南
相
馬
市
で
行
っ
た
理
科
実
験
の
模
様
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
１
年
間
に
開
催
さ
れ
た
12
回
の
総
会
・
勉
強
会
に
皆
勤
出

席
さ
れ
た
藤
田
公
一
さ
ん
を
は
じ
め
計
６
名
の
方
が
紹
介
、
表
彰
さ
れ
た
。

DFの方針説明をする
真瀬新代表

約200人の会員で満席の総会

100

～

図１　財務状況　実績（予算比）

図２　財務状況　収支内訳

図３　財務状況　10期予測

図４　活動状況　【活動参加者数】
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■ 

10
月
勉
強
会

「
レ
ア
メ
タ
ル
が
解
る
と
世
界
が
見

え
て
く
る
」

■ 

11
月
勉
強
会

「
世
界
遺
産
へ
の
招
待
」　

■ 

12
月
勉
強
会

「
ア
ラ
ブ
の
春
、
あ
る
テ
ロ
リ
ス
ト

と
独
裁
者
の
死
」

■ 

３
月
勉
強
会

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
の
育
成
」

勉
強
会
レ
ポ
ー
ト

●
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
●

　　　須磨 章氏
NHK エンタープライズ・シニアエグゼク
ティブプロデューサー 世界遺産事務局長

　　北城恪太郎氏
元日本アイビー・エム株式会社社長
社団法人経済同友会元代表幹事

中村繁夫氏
アドバンスト・マテリアル・

ジャパン〈ＡＭＪ〉社長

高橋和夫氏
　国際政治学者、

放送大学教授

真
瀬　

宏
司　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

田
邉　

弘
幸　

日
商
岩
井
（
双
日
）

大
石　

次
郎　

日
産
自
動
車

岩
井　

篤　
　

通
産
省

青
木　

厖　
　

ア
リ
タ
リ
ア
航
空
、

　
　
　
　
　
　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

千
原　

長
美　

丸
紅

池
田　

良
章　

住
友
商
事

能
條　

輝
夫　

ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ
ツ

大
屋　

哲　
　

麒
麟
麦
酒

中
野　

貞
夫　

丸
紅

西
川　

政
廣　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

森
川　

紀
一　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

立
石　

裕
夫　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

五
味　

幹
常　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

水
野　

勝　
　

丸
紅

越
川　

頼
知　

三
井
物
産

菅
野　

繁　
　

東
京
電
力

古
屋　

昭
彦　

外
務
省

木
口　

利
男　

み
ず
ほ
銀
行

吉
田　

延
白　

富
士
銀
行

和
田　

文
雄　

住
友
商
事

新入会員紹介
入会者についての詳細はホームページ
を参照してください。

　

学
生
の
理
工
離
れ
を
防
ぐ
に
は
、
子
供
時

代
か
ら
科
学
に
興
味
と
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、

技
術
部
会
に
理
科
実
験
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し

た
の
は
２
０
０
９
年
。
09
年
８
月
、
横
浜
開

港
１
５
０
周
年
記
念
事
業
サ
イ
エ
ン
ス
広
場

で
実
施
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

初
年
度
は
教
室
開
催
回
数
が
６
回
で
し
た

が
、そ
の
後
、会
員
の
深
い
科
学
知
識
と
、子

供
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
プ
レ
ゼ
ン
能
力
が

認
め
ら
れ
、予
想
を
超
え
て
、各
地
か
ら
実
験

実
施
の
要
望
が
殺
到
。
延
べ
参
加
児
童
数
が

６
４
０
名
に
な
り
ま
し
た
。
11
年
に
は
さ
ら

に
飛
躍
。
開
催
回
数
が
53
回
、
参
加
児
童
数

は
な
ん
と
２
９
２
９
名
に
も
昇
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
11
年
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
あ
る
、
南
三
陸
町
、
福
島
県
南
相
馬
市
の

小
学
校
で
開
催
。４
３
５
名
の
児
童
が
参
加
、

楽
し
い
理
科
実
験
に
目
を
輝
か
し
て
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
災
害
に
立
ち
向
か
う
元
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

理
科
実
験
へ
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
お
り
、
12
年
に
は
開
催
回
数
を
60
回

か
ら
１
０
０
回
ま
で
に
す
る
事
業
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

　

今
行
わ
れ
て
い
る
実
験
テ
ー
マ
は
「
冷
却

パ
ッ
ク
を
作
ろ
う
」（
吸
熱
反
応
）、「
墨
流

し
を
創
ろ
う
」（
界
面
活
性
作
用
）
な
ど
９

テ
ー
マ
。

　

今
は
、
成
長
に
対
応
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
強

化
が
必
要
で
す
。
子
供
好
き
の
会
員
の
方
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
タ
ー
と
連
携
し
て
学
校
側

と
出
前
授
業
の
内
容
の
摺
合
わ
せ
を
実
施

後
、
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

志
あ
る
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

ま
た
出
前
授
業
に
関
心
の
あ
る
学
校
や
教

育
関
係
機
関
と
コ
ネ
の
あ
る
方
の
ご
支
援
を

切
望
し
ま
す
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
同
好
会

美
術
同
好
会

俳
句
同
好
会

ボ
ラ
ボ
ラ
島
ツ
ア
ー
（
11
・
28
〜
12
・
５
）

　

第
８
回
の
ツ
ア
ー
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
の

メ
ッ
カ
、
タ
ヒ
チ
島
の
ボ
ラ
ボ
ラ
島
。
参

加
者
は
メ
イ
ン
メ
ン
バ
ー
全
員
（
遠
藤
、

横
井
、
佐
藤
、
杉
山
、
三
木
）。
今
回
は
奥

様
方
（
遠
藤
、
杉
山
、
三
木
）
も
初
参
加
。

総
勢
８
名
の
ツ
ア
ー
団
。

　

ボ
ラ
ボ
ラ
島
は
雨
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い

た
が
到
着
し
た
日
は
快
晴
。
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
ラ
グ
ー
ン
が
眼
前
に
広
が
り
、
こ
れ

ぞ
南
の
島
と
い
う
眺
め
。
ホ
テ
ル
は
「
ル
・

マ
イ
タ
イ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ボ
ラ
ボ
ラ
」。

中
級
の
落
ち
着
い
た
ホ
テ
ル
。

　

翌
日
か
ら
さ
っ
そ
く
ダ
イ
ビ
ン
グ
開
始
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
日
本
人
女
性
の
中
村

さ
ん
。
午
前
中
２
ダ
イ
ブ
。

　

午
後
か
ら
は
、
三
木
が
奥
様
方
の
ツ
ア
ー

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
従
事
、
残
り
の
４
名
で
ダ

イ
ビ
ン
グ
へ
。
滞
在
中
、
８
ダ
イ
ブ
を
楽
し

む
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
中
は
、
マ
ン
タ
、
シ
ャ
ー

ク
な
ど
の
大
型
の
魚
を
始
め
、
南
の
魚
た
ち

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

観
光
で
も
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
、
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
、
自
然
の

第
４
回
彩
遊
会
展
（
11
・
11
〜
12
・
８
）

　

彩
遊
会
会
員
に
と
っ
て
１
年
間
の
創
作

活
動
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
４
回
彩
遊

会
作
品
展
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
最
高
の
21

会
員
の
作
品
48
点
が
展
示
さ
れ
、
１
週
間

の
来
場
者
数
も
６
５
０
名
に
上
っ
た
。　

　

来
場
者
が
多
か
っ
た
の
は
、各
メ
ン
バ
ー

の
個
人
的
人
脈
が
幅
広
い
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
り
、
友
人
同
士
絵
を
通
じ
て
話

が
弾
み
、
そ
の
ま
ま
懇
親
会
に
流
れ
る
と

い
っ
た
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
会
期
中
に
は
奥
さ

ま
や
ご
家
族
の
来
場
も
多
く
歓
談
を
楽
し

む
光
景
が
多
々
見
ら
れ
た
。

　

来
場
者
の
声
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が

総
じ
て
好
評
、水
彩
、版
画
、水
墨
画
、油
彩
、

日
本
画
と
作
品
が
多
彩
な
う
え
モ
チ
ー
フ

も
多
様
で
、
見
て
い
て
楽
し
い
と
の
評
も

あ
り
、
当
会
の
持
ち
味
が
十
分
発
揮
さ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
１
週
間
で
あ
っ
た
。

　
（
同
好
会
員
・
相
原
孝
雄
）

ホテル「ル・マイタイ」の前で

展覧会場で全員そろって

４
月
以
降
の
勉
強
会
開
催
予
定

■
４
月
23
日

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」（
仮
題
）

中
野　

剛
志
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
準
教
授
）

■
５
月
17
日

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
猛
威
で
変
貌
す
る

メ
デ
ィ
ア
環
境
」

猪
熊　

建
夫
氏
（
Ｄ
Ｆ
会
員
・
元
毎
日
新
聞
社
、

船
井
総
研
取
締
役
）

■
６
月
18
日

「
原
発
問
題
」（
仮
題
）

西
村　

明
氏
（
東
京
工
業
大
学
特
命
教
授
）

■
７
月
26
日

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」（
仮
題
）

岩
本　

俊
彦
氏
（
東
京
医
科
大
学
教
授
）

■
８
月
20
日

「
女
性
皇
族
問
題
」（
仮
題
）

竹
田　

恒
泰
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
講
師
）

■
９
月
12
日

「
社
会
保
障
と
日
本
経
済
の
行
方 

― 

人
口

減
少
と
日
本
経
済
の
見
通
し
」

西
村　

周
三
氏
（
元
京
都
大
学
副
学
長
・
経
済

学
部
長
・
現
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
所
長
）

■
10
月
10
日
（
総
会
）

「
は
や
ぶ
さ
開
発
秘
話
」（
仮
題
）

安
部　

隆
士
氏
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
大

学
等
連
携
推
進
室
長
・
教
授
）

■
11
月
16
日

「
旗
に
ま
つ
わ
る
ト
リ
ビ
ア
」（
仮
題
）

越
川　

頼
知
氏
（
Ｄ
Ｆ
会
員
・
日
本
旗
章
学
協

会
事
務
局
長
）

■
12
月
18
日

「
長
寿
社
会
に
生
き
る
」（
仮
題
）

秋
山　

弘
子
氏
（
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研

究
機
構
特
に
ん
教
授
）

技
術
部
会
・
理
科
実
験
グ
ル
ー
プ

延
べ
参
加
児
童
数
が
３
５
０
０
名
を
超
え
る

理科実験グループの面々

Ｄ
Ｆ
授
業
支
援
の
会
が
発
足

日
本
の
将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
た
ち
を
育
て
る

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
」「
知
の
大
競
争
時

代
」と
い
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、将
来
を
担

う
児
童
・
生
徒
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
の
授
業
に
加
え

実
業
界
で
の
経
験
者
の
体
験
を
伝
え
る
こ
と

が
有
効
と
の
考
え
か
ら
、
会
員
が
学
校
に
出

前
し
て
授
業
を
す
る
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

教
え
る
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

①　

働
く
こ
と
の
重
要
性
、
社
会
に
貢
献
す

る
喜
び
、
実
務
体
験
と
仕
事
を
通
じ
て
磨
か

れ
る
能
力
と
人
間
的
成
長
、
自
分
の
適
性
と

長
所
を
生
か
せ
る
仕
事
が
あ
る
こ
と
。

②　

外
国
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
の
理
解
を

深
め
敬
意
を
払
う
必
要
性
、
実
体
験
の
紹
介

を
通
し
て
国
際
社
会
で
働
く
楽
し
さ
、
必
要

性
を
知
っ
て
も
ら
う
。

③　

も
の
を
作
る
喜
び
、物
作
り
の
大
切
さ
、

日
常
生
活
に
役
立
つ
理
科
・
科
学
技
術
の
面

白
さ
な
ど
。
こ
れ
ら
を
通
し
て「
理
科
離
れ
」

に
対
応
。

　

活
動
の
進
め
方
は
、
基
本
的
に
は
「
理
科

実
験
グ
ル
ー
プ
」
と
同
様
に
各
地
域
の
学
校

　

十
日
町
と
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
Ｄ
Ｆ

に
「
観
光
立
国
研
究
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
会
で
、
新
潟
県
の
十
日
町
と
津
南
町
で

３
年
に
一
度
開
か
れ
る
大
地
の
芸
術
祭
に
参

加
す
る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
芸

術
祭
で
は
、
世
界
中
の
芸
術
家
が
、
里
山
や

古
民
家
、
学
校
跡
な
ど
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
自

由
な
作
品
を
制
作
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
こ
れ
ら
の
創
造
作
品

に
触
れ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
豊
か
な
里
山

の
夏
を
楽
し
む
も
の
で
、
Ｄ
Ｆ
会
員
限
定
の

観
光
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
「
ご
夫
妻
で
里
山
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
む
コ
ー
ス
」（
７
月
30
日
〜
31
日
）、

「
里
山
と
現
代
ア
ー
ト
を
楽
し
む
コ
ー
ス
」

（
８
月
28
日
〜
29
日
）、「
家
族
で
里
山
の
自

然
を
楽
し
む
コ
ー
ス
」（
８
月
１
日
〜
２
日
）

の
三
つ
の
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
皆
様
に
お
送
り
し
た
メ
ー
ル

か
Ｄ
Ｆ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
期
待
し
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｆ
観
光
立
国
研
究
会
企
画

十
日
町
、
津
南
町
で

芸
術
に
親
し
む
ツ
ア
ー

三
浦　

利
彦　

パ
イ
オ
ニ
ア

中
澤　

武
士　

住
友
海
上

粟
津　

博　
　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

中
澤　

進　
　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

野
村　

貞
行　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

山
田　

芳
春　

日
立
プ
ラ
ン
ト
建
設

月
見　

三
敏　

日
立
プ
ラ
ン
ト
建
設

幸
脇　

一
英　

講
談
社

後
藤　

良
男　

日
本
電
信
電
話
公
社

海
岸
を
仕
切
っ
て
水
族
館
に
し
た
ラ
グ
ナ

リ
ュ
ー
ム
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。　

（
同
好
会
員
・
三
木
延
義
）

泥
風
吟
行
撰
集

こ
の
２
年
ほ
ど
の
吟
行
で
詠
ま
れ
た
名
句
を

掲
げ
ま
し
た
。

平
成
22
・
２
・
21（
日
）

　
湯
島
吟
行

梅
が
香
や
人
盛
り
な
る
男
坂 

河
島　

彦
明

明
神
の
春
風
切
る
か
通
宝
銭 

菊
竹　

誠
二

平
成
22
・
６
・
20（
土
）

　
井
の
頭
吟
行

緑
陰
や
ア
ー
ト
マ
ー
ト
に
人
寄
つ
て 

 

眞
弓　

博
司

紫
根
草
や
染
屋
奉
じ
し
弁
財
天

  

富
山　

正
一

平
成
22
・
12
・
５（
日
）

　
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
浅
草
吟
行

冬
暖
し
ク
レ
ー
ン
を
肩
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー    

 

中
山　

芳
博

投
げ
し
餌
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
ぞ
都
鳥 

 

角　

忠
夫

平
成
23
・
４・３（
日
）

　
千
代
田
花
見
吟
行

花
冷
え
の
将
門
塚
や
ビ
ル
の
蔭  

築
地　

美
憲

春
愁
や
高
石
垣
の
天
守
跡  

三
井　

利
忠

平
成
23
・
６
・
25（
土
）

　
小
石
川
吟
行

（
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
林
檎
）

夢
生
ん
で
遠
き
国
よ
り
青
り
ん
ご 

 

長
谷
川　

博
光

夏
の
夕
稲
荷
の
闇
の
底
へ
行
く  

木
代　

俊
彦

平
成
23
・
11
・
20（
土
）

　
神
代
植
物
公
園
・
深
大
寺
吟
行

（
ブ
ー
タ
ン
ル
リ
マ
ツ
リ
花
）

ブ
ー
夕
ン
の
青
き
花
あ
り
冬
暖
か 

 

小
滝　

徹
矢

冬
麗
ら
眼
差
し
篤
き
白
鳳
仏 

藤
村　

峯
一

部
会
・
研
究
会
の
活
動


